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●
採
用
予
定
人
員

一
触
事
務
職
員
2
人
　
保
健
婦
1
人

（
採
用
予
定
数
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
受
験
資
格

▽
一
般
事
務
職
員
　
昭
和
他
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
0
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▽
保
健
婦
　
昭
和
他
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
2
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
婦
お
よ
び
看
護
婦
の
免
許
を
有
し

て
い
る
人
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人

●
受
験
申
込
書
の
配
布

7
月
1
0
日
㊥
～
8
月
1
9
日
㈱
午
前
8
時
0
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
配
布
し
ま
せ
ん
）

※
郵
便
に
よ
る
請
求
は
、
封
筒
の
表
に
　
二
股
事
務
職
」
請

求
÷
保
健
婦
」
請
求
と
朱
書
き
し
、
百
九
十
円
切
手
を

貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
2
・
A
4
判
用
）
《

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

●
第
一
次
試
験

▽
と
き
　
9
月
約
日
㈲
午
前
1
0
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
水
巻
町
立
水
巻
中
学
校

▽
内
容
　
教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
専
門
試
験
（
保
健
婦
）

●
受
験
手
続
き

▽
受
付
期
間
　
7
月
1
3
日
㈲
～
8
月
1
9
日
㈱

※
郵
送
の
場
合
は
8
月
1
9
日
の
当
日
消
印
有
効

▽
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
（
役
場
人
事
係
で
7
月
1
0
日
㈲

か
ら
交
付
）
　
に
　
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
写
真
　
（
タ
テ

6
0
0
×
ヨ
コ
4
・
5
m
）
　
を
添
え
て
　
（
用
紙
に
は
ら
ず
に
）

役
場
総
務
課
人
事
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
に
よ
る
提
出
は
四
百
三
十
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

簡
易
書
留
封
筒
を
同
射
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
験
票
の
交
付
　
受
験
申
込
書
を
受
付
し
た
と
き
に
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。

●
採
用
　
最
終
合
格
者
は
採
用
候
補
書
名
簿
に
登
載
し
、
必
要
に
応
じ
て
採
用
し
ま
す
。

●
給
与
　
初
任
給
は
高
校
卒
で
十
五
万
六
千
円
程
度
、

大
学
卒
で
十
八
万
六
千
円

程
度
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
役
場
総
務
課
人
事
係

〒
八
一
一
－
四
三
九
二
　
遠
賀
郡
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
五

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
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芦　　屋　　町　」 
i市町村面積ill．42冊i 

i人口（H9．3．31）I16．446人i　　　　北 

i世帯数（ノノ）は，228世帯i　　　　九 

玄界灘　　　　　　　　　幣 

三三二∴ � 
11　誹る∴季筆書書棚 
市町村面積111．03肝 

人口（H9．3．31）131．634人 

世帯数（ノノ）111．093世帯i 

÷ 
臆rrr　亨 

音臆陸i喜囲案音音曲喜喜書　　　　中 

市町村面積i22・雨　　　　間 
人口（H9・3i31）119・518人　　　　市 

i世帯数（ノノ）16．100世帯 　　鞍手町 

＠㊦2

醒
擢

遠
賀
町
の
将
来
は

近
「
し
ろ
「
遠
賀
郡
の
合
併
」
と
い
う
こ
と
ば
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

物
語
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
い
ち
ば
ん
身
近
な
「
ま
ち
」
が
大
き
く
変

る
可
能
性
を
ひ
め
て
い
る
「
遠
賀
郡
の
合
併
」
。
そ
こ
で
今
回
「
市
町

合
併
と
は
何
か
」
　
「
遠
賀
郡
合
併
に
む
け
て
の
こ
れ
ま
で
の
動
き
」
を

介
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
「
遠
賀
郡
の
合
併
に
つ
い
て
」
一
緒
に
考
え

見
ま
し
ょ
う
。

今
な
ぜ
合
併
な
の
か

人
々
が
真
に
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
身
近
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
市
町

村
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

少
子
二
品
齢
社
会
を
迎
え
地
方
分
権

や
介
護
保
険
等
の
行
政
課
題
に
取
り
組

む
に
は
、
従
来
の
市
町
村
の
枠
組
み
の

中
で
は
対
応
が
難
し
く
、
広
域
的
な
対

応
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
遼
質
郡
、
中
間
市
で

は
既
に
効
率
化
を
図
る
た
め
、
特
定
の

業
務
（
し
尿
、
ゴ
ミ
、
火
葬
場
等
）
　
に

限
っ
て
一
部
事
務
組
合
を
設
立
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
一
部
事
務
組

合
を
含
め
て
、
各
市
町
が
増
大
す
る
行

政
課
題
に
十
分
対
応
で
き
る
の
か
検
討

す
る
こ
と
が
　
「
市
町
村
合
併
」
　
の
ス
タ

ー
ト
だ
と
考
え
ま
す
。
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最近の市町村合併の事例

合併年月日 �合併市町村 ��合併前市町村名 
市町村名 �人　口 

平成3．5．1 �浜　松　市 �547，875人 �浜松両、可美村 

平成4．3．3 �水　戸　市 �245，525人 �水戸市、常澄村 

平成4．4．1 �盛　岡　市 �278．497人 �盛岡市、都南村 

平成5．7．1 �飯　田　市 �106，495人 �飯田市、上郷田 

平成6．11．1 �ひたちなか市 �142．402人 �勝田市、那珂湊市 

平成7．9．1 �鹿　鳴　而 �59．092人 �鹿島町、大野村 

平成7．9．1 �あきる野市 �71．940人 �秋Iii市、五日市町 

広域行政の推進と自主的な市町村合併

吉も霊喜子 ー」つて．、 　　　　） 　　　　′i一一“ 

ヽ．ヽ／ ��なりましょう 交通問題 題 

高齢者福祉 �、護鱒 思しヽ∴ �つく ●予● �∴寮：争： 

1：？詳接 ‾七、°｝・． ゴミ問題教育聞 

市
町
村
合
併
を

取
り
巻
く
状
況
は

現
在
、
国
は
市
町
村
合
併
を
推
進
し

て
お
り
、
地
方
制
度
調
査
会
か
ら
「
市

町
村
合
併
に
関
す
る
答
申
」
を
受
け
、

今
後
の
援
助
策
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
「
国
は
様
々
な
措

置
を
講
じ
、
合
併
へ
進
み
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

福
岡
県
に
お
い
て
は
、
明
治
2
2
年
の

市
制
・
町
村
制
施
行
に
先
立
つ
　
「
明
治

の
大
合
併
」
　
に
よ
り
市
町
村
数
は
約
5

分
の
1
に
減
少
、
さ
ら
に
昭
和
2
8
年
か

ら
3
6
年
に
か
け
て
の
「
昭
和
の
大
合
併
」

に
よ
り
、
さ
ら
に
2
分
の
1
以
下
に
な

り
ま
し
た
。
県
に
お
い
て
も
合
併
に
対

し
市
町
村
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、

市
町
村
相
互
の
必
要
な
調
整
を
行
う
必

要
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
合
併
に
対
す
る
指
揮
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
住
民
発
議
制
度
の
充
実

有
権
者
は
、
そ
の
5
0
分
の
1
以
上

の
署
名
を
も
っ
て
、
町
長
に
対
し
て

合
併
協
議
会
の
設
置
を
請
求
で
き
ま

す
。
請
求
を
受
け
た
町
長
は
、
合
併

協
議
会
の
設
置
へ
向
け
て
必
要
な
手

続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
②
財
政
措
露
の
充
実

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
榔
極
的

に
進
め
る
た
め
に
、
地
方
債
や
地
方

交
付
税
な
ど
に
よ
る
国
の
財
政
上
の

支
援
措
置
が
充
実
さ
れ
ま
し
た
。

※
合
併
協
議
会
と
は

合
併
を
し
よ
う
と
す
る

市
町
村
が
、
合
併
を
行
う

こ
と
自
体
の
可
否
も
含
め

て
、
合
併
後
の
市
町
村
の

建
設
に
関
す
る
計
画
　
（
市
町
村
建

設
計
画
）
　
の
策
定
や
合
併
の
条
件

な
ど
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
協

議
を
行
う
た
め
に
設
置
す
る
鶴
城

会
の
こ
と
を
「
合
併
協
激
会
」
と

い
い
ま
す
。
こ
の
協
課
金
は
激
会

の
弛
決
を
必
要
と
す
る
た
め
、
「
法

定
　
（
合
併
）
　
協
漁
会
」
　
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

※
市
町
村
建
設
部
画
と
は

市
町
村
の
合
併
に
捺
し
、
住
民

に
対
し
て
合
併
後
の
市
町
村
の
将

来
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
与
え
、

こ
れ
に
よ
っ
て
住
民
が
合
併
の
適

否
を
判
断
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば

合
併
市
町
村
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
い
え
る
も
の
で
す
。

遠
賀
郡
の
合
併
は

遠
賀
郡
合
併
に
つ
い
て
は
、
昭
和
6
3

年
度
か
ら
議
会
主
導
で
検
討
が
始
ま

り
、
約
7
年
間
の
検
討
の
結
果
「
遠
賀

郡
の
合
併
問
題
と
将
来
像
に
つ
い
て
」

と
い
う
報
告
膏
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
町
長
部
局
で

も
検
討
の
時
期
に
来
た

の
で
は
」
と
い
う
議
会

議
会
で
合
併
特
別
委
員
会
が
設
蹟
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
町
長
サ
イ
ド
で
も
水
巻
町
で

平
成
1
0
年
度
の
当
初
に
研
修
や
ア
ン
ケ

ー
ト
の
予
算
化
が
さ
れ
、
岡
垣
町
で
も

こ
の
6
月
補
正
で
予
錦
と
し
て
講
演
会

の
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

遠
賀
町
は
、
遊
資
郡
町
長
会
の
報
告

書
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
郡
内
の
他
の
町

と
共
同
歩
調
を
取
り
な
が
ら
、
体
制
づ

く
り
の
確
立
へ
向
け
て
ま
い
り
ま
す
。

か
ら
の
申
し
出
を
受

け
、
昨
年
遠
賀
郡
町
長

会
で
も
郡
合
併
の
検
討

を
行
い
、
報
告
膏
を
作

成
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
報
告
西
で
は
、
「
合
併

の
姿
を
よ
り
鮮
明
に
す

る
た
め
に
「
新
市
建
設

計
画
」
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
）
　
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、

合
併
を
検
討
で
き
る
体

制
作
り
」
　
の
必
要
性
を

提
言
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
サ
イ
ド
で
は
合

併
へ
の
よ
り
一
層
の
理

解
の
た
め
、
遠
賀
町
、

岡
垣
町
、
水
巻
町
の
町
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泥まみれの子供たち

小さな苗よ。
大きな大きな稲穂にな一れ

6月22日、浅木小学校の5年生が体

験学習の一環として、田植えを行いま
した。ヌメヌメとした泥の中で子供た

ちが苗を1本1本ていねいに植えてい

る姿は、ほほえましいものです。

滑ったり、転んだり全身泥だらけの

子供たちの顔は、本当に楽しそうな表

情で、終わったあともやり足りないと
いう声がこぼれていました。

生命の大切さを、そして自然のよさ

を実感した、とてもよい1日でしたね。 � � �� � �薬 �．曇や1シテ●〝二J＝ �� � �〈′讐 � 

三二 ��三塁三三．察蟄三 ��� � � �� � 

評語。難語。　書　手さ∴′ ������ � � � � � �l 
よにコい0とで滞日“プ …生害葛誘〒掃り ��■●＼、÷＿ tt▼1●一書 i （ 1一二二 ��I t �� ��畷 �／◆I � �∴ �・． i＼ 
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寒
葛
の
相
だ

白
熱
の
騎
馬
戦

小
学
校
で
体
育
会

6
月
1
日
、
町
内
の
各
小
学
校
で
体
育
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
取
材
に
い
っ
た
島
門
小
学
校
で
も
、

カ
ン
カ
ン
と
照
り
つ
け
る
太
陽
に
も
負
け
ず
、
子
供
た
ち
が
一
生

懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

写
真
は
川
中
島
の
合
戦
で
お
な
じ
み
の
「
騎
馬
戦
」
　
の
風
景
。

勇
敢
な
武
将
の
激
し
い
戦
い
に
観
客
席
も
大
興
奮
で
し
た
。
最
後

に
残
っ
た
白
組
の
大
将
は
女
の
子
。
赤
組
の
五
、
六
蘭
に
立
ち
向

か
い
次
々
に
撃
破
。
最
後
は
敵
の
大
将
一
騎
ま
で
お
い
つ
め
る
証

闘
ぶ
り
で
し
た
。
大
将
戦
で
は
赤
組
が
勝
ち
ま
し
た
が
、
赤
白
と

も
に
正
々
堂
々
と
し
た
素
晴
ら
し
い
合
戦
で
し
た
。

圏
団

g
 
I
1
イ
：

閉
園
i
謁



音楽が心をなごませる 

そんな「読書講座」で 
素敵なひととき 

豊 うなひとときに、参加者もうっとりとした様 子。すぼらしい音楽って本当にいいものです ね。漢○慶“一・一一一一一一一 

よ
が
と
こ
い
っ
ぱ
い
北
九
州

ミ
ス
北
九
州
が
市
内
公
園
の
P
R

6
月
1
日
、
北
九
州
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
が
市
内
の
有
料
公
園

の
宣
伝
の
た
め
、
遠
賀
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
の

一
員
で
あ
る
ミ
ス
北
九
州
、
高
橋
舞
さ
ん
は
、
町
長
に
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
カ
ン
ガ
ル
ー
の
人
形
を
手
渡
し
、

し
っ
か
り
と
公
園
を
ア
ピ
ー
ル
。
話
題
が
到
津
動
物
園
の
閉
鎖
問

題
に
ふ
れ
る
と
「
ぜ
ひ
と
も
、
存
続
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
町
長
が

語
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
さ
あ
も
う
す
ぐ
夏
休
み
、
今
年
の

夏
は
北
九
州
の
公
園
に
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
。

体
育
館
揺
る
が
す
ア
タ
ッ
ク

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

5
月
3
1
日
に
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
6
月
1
4
日
に
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
白
熱
の
好
試
合
が
続
き
、
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
が
ビ

シ
バ
シ
と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
　
子

優
　
勝
　
虫
生
津
チ
ー
ム

準
優
勝
　
浅
木
チ
ー
ム

第
三
位
　
鬼
津
チ
ー
ム

女
　
子

優
　
勝
　
遠
賀
北
チ
ー
ム

準
優
勝
　
出
生
津
チ
ー
ム



へ：；1番
「実用書逼教室」

学習ネットワーク事業運営委員

「お菓子作り」

＠匂6

学　級　名 �指導音名 

社交ダンス �衛　藤　　　勇 

カ　ラ　オ　ケ �里　山　積　市 

華　　　　　道 �福　田　幸　子 

着　　付　　け �北　原　麻須美 

お菓子作　り �矢　島　昭　子 

ペ　ン　習　字 �松　尾　福　治 

中
央
公
民
館
講
座
の

活
動
に
つ
い
て

現
在
、
活
動
中
の
講
座
を
、
次
の
と

お
り
紹
介
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
で

ま
だ
、
参
加
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
次

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

寿

　

大

　

学

町
内
に
在
住
す
る
0
0
才
以
上
の
人
が

対
象
。
心
身
共
に
健
康
で
豊
か
な
老
後

を
目
指
し
、
皆
で
学
び
、
生
き
が
い
の

あ
る
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
講

座
で
す
。
今
年
度
は
、
童
謡
唱
歌
、
実

用
書
道
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
盆

栽
、
切
り
絵
の
各
教
室
が
あ
り
ま
す
。

（
受
講
生
　
9
3
名
）

親
　
子
　
教
　
室

町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
親
・
幼
児
教

育
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
て
早

期
の
子
育
て
に
役
立
つ
学
習
内
容
を
設

け
て
い
ま
す
。
（
受
講
生
　
7
4
名
）

家
庭
教
育
学
級

町
内
在
住
の
中
学
生
以
下
の
保
護
者

が
対
象
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
と
、
明
る
く
楽
し
い
家
庭
を
目

標
と
し
て
こ
の
学
級
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
（
受
講
生
　
5
5
名
）

読
　
書
　
講
　
座

子
ど
も
の
本
や
読
み
聞
か
せ
に
興
味

が
あ
る
人
な
ら
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い
本
や
優
れ
た
本

と
出
会
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
未
来
の
た
め
に
必
要
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
読
書
す
る
喜
び
や
楽
し
み
を
育

む
た
め
の
講
座
で
す
。
（
受
講
生
　
6
4
名
）

平
成
‖
年
度

遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て

6
月
1
6
日
に
第
1
回
運
営
委
員
会
が

あ
り
ま
し
た
。
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
と
は

「
何
か
を
身
に
つ
け
た
い
、
学
び
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
町
内
在
住
の
人
に

身
近
な
公
民
館
な
ど
で
、
少
な
い
人
数

で
も
自
発
的
に
学
べ
る
よ
う
に
、
指
導

者
を
紹
介
し
た
り
、
情
報
を
提
供
し
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
指
導
者
の
発
掘
や

糞
成
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
を
利
用
し
た
い
人
は
、
事
務
局
　
（
中

央
公
民
館
内
）
　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
（
℡
2
9
3
－
1
3
5
5
）

運
営
委
員
会
と
は

こ
の
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の

組
織
で
す
。
委
員
の
任
期
は
2
年
で

今
年
度
は
、
次
の
と
お
り
運
営
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
　
「
い
き

い
き
ふ
れ
あ
い
学
級
」
　
の
風
景

今
年
度
の
事
業

中
央
公
民
館
で
は
、
「
い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
学
級
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
町

民
の
皆
様
の
「
豊
か
な
生
き
が
い
つ
く

り
」
　
の
キ
ッ
カ
ケ
作
り
と
し
て
平
成
5

年
度
か
ら
開
設
し
た
こ
の
学
級
も
今
年

度
で
6
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
学
級
を
終
了
し
た
後
は
、
そ
の

学
習
グ
ル
ー
プ
が
ひ
き
つ
づ
き
自
主
的

に
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

く
の
が
目
的
で
す
。

今
年
度
は
六
つ
の
　
「
い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
学
級
」
を
開
設
し
、
活
動
し
て
い

ます。



有　志　指　導　者　名　簿

平成10年度の有志指導者（学習ネットワーク事業に登録された指導者）は、次の名簿のとおりです。

学習項目　　33項目

有志指導者　37人

tl �1ヒ　‘苗　　百　日 �土と、苗ちぎ［手．tZ 

5 �毛筆習字漢字 �今井　秀直 

6 �〝 �今井　幸子 

7 �〝 �小川　文彦 

8 �ペ　ン　習　字 �松尾　福治 

9 �〝 �今井　幸子 

10 �イラストデザイン �橘　三富夫 

11 �茶　　　　　　道 �永島　妙子 

12 �華　　　　　　道 �福田　幸子 

13 �日　　　　　　舞 �II 

14 �詩　　　　　　吟 �江頭　　実 

15 �〝 �小川　文彦 

16 �民　　　　　　謡 �衛藤藤登志 

17 �民謡と三味線 �益河　弥聖 

18 �カ　　ラ　　オ　　ケ �里山　積市 

19 �〝 �古賀　孝美 

20 �尺　　　　　　　八 �稗田　忠義 

21 �社　交　ダ　ン　ス �衝藤　　勇 

22 �〝 �神谷　廣美 

上　グ　伴　久菰　最　江 �若 

野　工　野　野　　相　国 �署 名 
）レ 晴キ　利良薬香 

イ 

子　ス　朗　季子　月　繊 

書 

キ　眠　霧　北　緯　落 
ジ　り　の　九　対　下 
パ　姫　密　州　音　す 

ト　」　的　文　感　る 
の　　」　学　」　夕 

記　　　　　敵　　　方 �名 
歩　　　」 

裏　早　朝　西　小　角 �出 版 
山川日　日　学IIi 春香新　本　館菖 

房房聞　新　店 　社聞 

社 社 

7⑫②

新
着
図
書
の
案
内
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
－
i
i
i
－
i

中
央
公
民
館
に
新
し
く
入
っ
た
図
書
を
案
内
し
ま
す
。
楽
し
い
読
書
の

ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

図
書
室
は
、
火
曜
日
～
土
曜
日
は
午
前
9
時
0
0
分
か
ら
午
後
6
時
ま

で
、
日
曜
日
は
午
前
8
時
5
0
分
か
ら
1
2
時
5
0
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

［
類
な
お
1
月
は
、
2
0
日
（
月
曜
で
海
の
日
）
　
の
祝
日
振
り
替
え
で
2
1
日

（
火
）
　
も
休
館
日
と
な
り
ま
す
。
］

一
般
図
書



スポーツシーズン真っ盛りの今、遠賀町から全国大会や

九州大会へ羽ばたく選手、チームが目白押し「みんな頑張

れ」のエールとともに、郷土の代表を皆さんに紹介します。

l ＼ � �、1圃 博＿ �i 　′ま 
l 

こし‾ �� 

Li“／． ���’　．ri－．“－ゝ1－ 

I　妨 �� �ヒ／ （／ノ 

炎の下の力持ち
遠質町勤労者体脊センターから公

認記録85kgで全国ベンチプレス大会
に出場することになった選手がいま

す。その名は大庭公子さん。（写真右）
大会は7月18日（土）、19日（Ii）の

2日間で行われます。私もベンチプ
レスを体験してみましたが90kgは

補助してもらっても離されそうなi良

さでした。その90kgを練習で持ち上

げていた大庭さん。やっぱり全車iレ
ベルですね。

広渡スポーツ少年団九州大会出場
ソフトボールチームの広渡スポーツ少年団が8月23日

（日）、24日（月）に行われる九州大会に出場することになりま
した。この大会は北九州地区の予選で47チーム中、ペスト5
が出場できます。九州大会への出場は今回が初めてだそうです。
広波スポーツ少年団は、毎週5日の練半lをしています。部

員数は34人。チームの特徴としては、ピッチャーを中心とし
た守りの堅いチームで、北九州地区でも屈指の守備力を誇っ
ています。

去年の5年生大会で優勝して以来、選手たちにも白宿がで
てきたとのこと。今度の九州大会て当ま大旋風を巻きおこして
ほしいものですね。　がんばれ、広渡スポーツ少年団i
．．．．．．．．…　…　…．．．．．．．．．．．．－く－　称

遠賀町の横綱　田中　紀行君
わんぱく相撲で仝同大会出場

」　　　　　⊥

＠⑦8

大庭公子さん（44歳）

運動が好きでi数年前から道雄町の
勤労者体台センターのジムに通ってい

ます。へンナプレスを縮めて今年で8年

ilになりました。

ジムのインストラクターの泉l舟偲沖美

さん（写真左）と長年・緒に練判を続け、全

車i大会の切符を手にすることができました。

全国大会は事門間に取り組んでいる
団体の出場がほとんとで、公共施設から
仝同大会に出場するということは本当
に珍しいことです。目標は901様をあげる

こと。全国に違買町を広められるよう、

水原さんと　二人でがんばってきます。

乎轟青詰
上し　∴

遠賀町相撲教室に通う、小学5年生（出門小学校）日中i紀行許が八幡西区・中
間吊・速質郡地区の5年生大会でみごと優勝し、7月2611（出）に行われる全国
大会への出場を果たしました。そんな田中君にちょっと－一言。
●練習はどうですか？　正直いって、きついです。だけと負けたらとても悔しい

のて∴　がんばって納料しています。

●優勝したときは？i嫌い人もたくさんいたけど、なんとか勝つことができまし　‘

た。やっぱり嬉しいですね。宿昔鍍技はなんですかつ）得撫技はi捕し出し」。

押して押して押しまくるのが僕の相撲で弓－。
●全国大会での目標は？　去年の仝同大会は・日中戦までいったので今年も4回

戦まではいきたいです。全図大会ではがんばってきたいとおもいます。

SPORT＄



∈鬱　こくは・ねんきん玉手箱　∈鬱 
OC重要7月は提出の月です○ ＼、 ��� 

あなたが受けている障害基礎年金の証書には、　　　住民票の住所が違っている人は早めに国保年 
基礎年金番号が載っています。　　　　　　　　　　　金係へご相談ください。 

そのうち、下図の年金コードの2けたの数字が　　　　現況屈は社会保険事務所から直接本人に郵 
あなたの受けている年金種別を表しています。　　　　送されています。障害の程度を確かめる必要 

この年金種別が「26」「63」となっている人　　　のある人には、現況届以外に診断書が送られ 
は、現況届を7月中に役場国保年金係まで提出し　　　てきますので、医師に記載してもらい、現況 
てもらわなければなりません。提出が遅れると年　　　届と一緒に国保年金係へ提出してください。 
金の支払いが一時ストップされますのでご注意く　　　　現況届を記入されるときは、同封の「国民 
ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年金受給者のしおり」をよく読んで参考にし 

また、施設に入所している人などで、現住所と　　　てください。 

出土三三6両’－ ‾●”－●‘－“”‘‘‾”’1°“1h“《“言言言ニ「言…三言↑蒜言詫言丁‾叩‘● ．年…痛　棚号。。。。＿，。。。，。年掴。。。薗 

オンカタ〇ウ 慧霧誓i㌫剛師5月閥． �○ 

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 

三：響子：「：≡ ※　　入 し越数該康つ くえが当保て一般 筐美慧誹諾。。。まで へ く だ い晋続の受給権若　い年額の。。 
○ 

若　　樺　　十　　さ　　石 �俳 句 遠 賀 俳 友 句 会 抄 �田海　　レ　わ　　は　み　　に　さ　　グ大 �短 �▼甲γ 
葉　若　六　く　仏 し　薬　番　ら ��見れIが　最ず　映わl空 　　ス胸　後ゝ の 結締 ��つゆ　後！かれや背を つくのののらるか振漫 三：∴「：∴ �歌 お ん が 短 歌 会 談 �俳 短句 ・酸 

ト　　し　す　て　い　　き　力　　お早　　の　グ　書 �革 �／＼‥ブ　＼ 
昇け恵石僧　　侶　む　ミ　　選 ��シ　違えおに国ぬ士房り苗房るラ選 ミ　華のりで子　ら江　田子　イ 
煎　り　子　　鹿　　江　る　枝 � �� � 

9＠②



●　中央公民館　●

園圏醒図囲
●教示椎田

アートフラワー、仏画

●置示調音

7月26日まで
●　　　　　　　　　　　　●

用途地域の
一部変更の素案と

地区計画の素案を

縦覧します

遠資財では用途地域内の用途
一部見直しを行うために、6か

所の用途変更と3か所の地区計

画の素案の縦覧を行います。

●縦覧期間

7月8円（水）～7月21日（火）

午前8時30分～年後4I酌0分

●意見書提出期間

7月22日（水）～7月28Ii（火）

午前8時30分～午後4時30分

●縦覧・意見書提出場所

都市計画課都市計画係

（問い合わせも）

eeIO

遠寅・中同地域
広域行政事務組合

職員採用試験
●採用予定　技術吏員1人（1級建築士）

●職務内容　施設建設等の設計、施工監

理および組合施設の総合監理

●年齢要件　昭和30年4月2日から昭和

44年4月1日までに生まれた人

●第一次試験

▽とき　9月20日（日）午前10時～

▽ところ　水巻町立水巻中学校

●申し込み　遠賀・中間地域広域行政事

務組合総務課庶務係にある申込用紙に

必要事項を記入し8月3日（月）から

8月19日（水）までに提出。問い合わ

せも同係℡（293）3581へ

ご
存
じ
で
す
か

『
高
齢
者
居
室
整
備

費
金
貸
付
事
業
』

福
岡
県
で
は
0
0
歳
以
上
の
人
と
同
居

（
同
居
予
定
を
含
む
）
し
て
い
る
人
が
、

そ
の
高
齢
者
の
た
め
に
居
室
な
ど
を
増

改
築
・
改
造
す
る
の
に
必
要
な
整
備
資

金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
貸
付
内
容

▽
貸
付
限
度
額
・
・
・
百
五
十
万
円

▽
利
息
・
・
・
・
・
・
年
3
％

●
受
付
期
間

日
月
0
0
日
ま
で
随
時
受
け
付
け

（
県
内
で
0
0
件
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り）
※
た
だ
し
、
申
込
者
や
連
帯
保
証
人
、
工

革
な
ど
に
関
す
る
制
限
が
あ
り
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

自
動
車
事
故
被
害
者

援
護
制
度

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
護
者
が
自
動
車
事
故
で
死
亡
、
ま
た

は
重
度
の
後
遺
障
害
者
　
（
自
賠
法
3
級

以
上
）
　
と
な
っ
た
逆
児
な
ど
の
健
全
な

育
成
を
図
る
た
め
、
育
成
資
金
の
無
利

子
貸
し
付
け
や
自
動
車
事
故
に
よ
り
頭

部
ま
た
は
脊
髄
に
損
傷
を
う
げ
、
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
、
介
護

料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

▽
貸
付
対
象
者
　
0
歳
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
の
児
亜

▽
貸
付
金
一
時
金
　
十
五
万
四
千
円

月
額
　
一
万
九
千
円

入
学
支
度
金
　
四
万
四
千
円

▽
貸
付
期
間
　
貸
付
決
定
の
月
か
ら
中

学
校
卒
業
の
月
ま
で

▽
返
還
方
法
　
2
0
年
以
内
の
均
等
払
い

（
高
校
、
大
学
へ
の
進
学
者
は
そ
の

問
の
返
還
猶
予
）

重
度
後
逼
庫
害
者
へ
の
介
護
料
支
給

▽
支
給
対
象
者
　
脳
損
傷
者
、
脊
髄
韻

傷
者

▽
介
護
料
　
日
額
四
千
五
百
円

（
自
宅
介
護
は
二
千
二
百
五
十
円
）

●
問
い
合
わ
せ
　
自
動
車
事
故
対
策
セ

ン
タ
ー
福
岡
主
管
支
所

℡
0
9
2
　
（
4
5
1
）
　
1
1
5
1

ご
参
加
く
だ
さ
い

四
方
の
里
の
夏
祭
り

四
方
の
里
で
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
打
ち
上
げ
花
火
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
内
容
も
盛
り
た
く
さ
ん
。
み

な
さ
ん
も
参
加
し
て
、
一
緒
に
夏
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

●
と
き
　
8
月
1
日
　
（
土
）
　
雨
天
決
行

午
後
5
時
5
0
分
～
8
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
四
方
の
里
　
（
浅
木
）

●
問
い
合
わ
せ
　
四
方
の
里

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
0
0
0

太
鼓
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

遠
賀
町
民
音
頭
を
リ
ズ
ム
よ
く
叩
け

る
よ
う
、
太
鼓
の
叩
き
方
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か

●
と
き
　
1
月
1
8
日
（
土
）
、
2
4
日
（
金
）
、

8
月
1
日
　
（
土
）

年
後
8
時
～
9
時

●

と

こ

ろ

　

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

セ

ン

タ
ー
視
聴
覚
室

●
対
象
者
　
各
地
区
で
盆
踊
り
の
と
き

に
太
鼓
を
叩
く
人
ま
た
は
太
鼓
を
教

え
る
人

●
参
加
費
　
無
料

●
指
導
　
遠
賀
太
鼓
の
会

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
太
鼓
の
会
の
萩

尾

さ

ん

　

℡

2

9

3

－

0

1

1

6㊥



「灘ゼロへの願い」全国海難防止強調運動議諾露語嵩鴇器需課業誌謂龍論蕊需

思わぬ災害や事故にあった人、急病になった人に

対する応急手当や救急法を学ぶ講習会です。

●とき　8月i7日（月）～i9日（水）仝3日間

午前9時・－午後5時

●ところ　日本赤十字社福岡県支部3階会議室

●講習内容　①応急手当の基本②心肺蘇生法③止血

と傷の手当④骨折の処置⑤急病（㊦包帯法（三角巾）

⑦運搬法⑧救護

●受講資格　満i5歳以上の心身ともに健康な人

（定員50人）

●受用　2．000円（教材代実費）

●申し込み　8月i4日（金）までに、住所・氏名・

生年月日・職業を明記し、80円切手を貼った返信

用封筒（住所、氏名を記入）を添え、申し込んで

ください。（F AXでも可。ただし返送先F AX番

号を必ず書き添えてください。）

〒8I5－8503　福岡市南区大桶3丁目i番i号

日本赤十字社福岡県支部

℡　092（523）ii7i

FAX O92（52i）2552

iieの

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で

は
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
明
日
の

郷
土
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健

全
で
あ
る
こ
と
を
願
う
よ
う
な
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
あ
な
た
も
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
作
品
は
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

一
人
何
点
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
採
用

者
に
は
記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

●
応
募
方
法
　
作
品
に
は
住
所
、
氏
名
、

竃
話
番
号
、
マ
ー
ク
の
表
す
意
味
を

記
入
し
、
8
月
3
1
日
ま
で
に
青
少
年

育
成
町
民
会
議
事
務
局
に
送
付
す
る

か
、
各
地
区
の
育
成
会
町
民
会
議
役

員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
役
場
教
育
委

員
会
内
　
青
少
年
育
成
町
民
会
議
事

務
局
　
松
野
ま
で

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

盆
踊
り
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
体
験
搭
乗

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
へ

ど
う
ぞ

基
地
盆
踊
り
大
会

●
と
き
　
8
月
5
日
　
（
水
）

午
後
1
時
～
9
時
0
0
分

※
雨
天
の
場
合
は
8
月
6
日
　
（
木
）

●
と
こ
ろ
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
中

央
グ
ラ
ウ
ン
ド

体
験
搭
乗

●
と
き
　
9
月
2
0
日
　
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

●
搭
乗
機
種
　
C
H
4
7
I
輸
送
ヘ
リ
コ

プター

●
捨
乗
人
員
　
百
二
十
人

●
申
し
込
み
　
官
製
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
8
月
1
日
　
（
金
）
　
ま
で
に
航

空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
へ

〒
八
〇
七
－
〇
一
三
三
　
芦
屋
町
大

字
芦
屋
1
4
5
5
番
地
の
1

問
い
合
わ
せ
も
同
基
地

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
9
8
1

知
的
障
害
児
の

早
期
教
育
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

福
岡
県
立
北
筑
前
贅
護
学
校
で
は
知

的
障
害
児
の
養
育
や
援
助
に
つ
い
て
悩

み
を
持
っ
て
い
る
保
護
者
の
た
め
に
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
と
き
　
毎
週
金
曜
日

午
後
1
時
5
0
分
～
3
時

（
事
前
に
電
話
で
受
け
付
け
）

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
立
北
筑
前
糞
護
学

校
●
対
象
者
　
就
学
前
の
知
的
障
害
児
と

そ
の
保
護
者

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
立
北
筑
前
糞

護
学
校

℡
0
9
2
　
（
9
4
3
）
　
8
6
1
4

テ
ー
マ
は

「
博
物
館
は
生
き
て
い
る
」

文
化
財
講
演
会
が

あ
り
ま
す

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
あ
る
博
物
館
や

資
料
館
の
運
営
（
将
来
像
）
　
を
紹
介
し

て
、
地
域
住
民
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

●
と
き
　
7
月
0
0
日
　
（
木
）

午
後
1
時
5
0
分
～
4
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
中
央
公
民
館
内
大

会
議
室

●
申
し
込
み
　
7
月
2
3
日
　
（
木
）
　
ま
で
に

北
九
州
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
謀
へ

℡
0
9
4
9
2
　
（
5
）
　
1
2
0
5

就
業
希
望
の
女
性
が
対
象

パ
ソ
コ
ン
の
技
術
講
習
会

●
と
き
　
9
月
2
日
　
（
火
）
　
か
ら
1
0
月

2
3
日
　
（
金
）
　
ま
で
の
2
1
日
間

（
主
に
火
曜
・
水
曜
・
木
曜
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー

●
内
容
　
パ
ソ
コ
ン

●
受
講
料
　
無
料

（
教
材
費
は
受
講
者
負
担
）

●
対
象
者
　
就
業
希
望
の
女
性
（
新
卒

者
、
妊
娠
中
の
人
、
出
産
後
1
年
末

満
の
人
）

●
定
員
　
二
十
人

●
申
し
込
み
　
8
月
4
日
（
火
）
、
5
日

（
水
）
　
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

ま
で
に
福
岡
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー
筑
豊
支
所
へ
電
話
で
申
し
込
み

℡
0
9
4
8
　
（
2
3
）
　
4
1
5
6

あ
な
た
の
奮
藷
を
眠
ら
せ
な
い

看
護
力
再
開
発
講
習
会
へ

ど
う
ぞ

看
護
職
員
確
保
対
策
の
一
環
と
し

て
、
現
在
看
護
の
現
場
を
離
れ
て
い
る

人
を
対
象
に
再
就
職
に
備
え
た
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
　
（
士
）
、

准
看
護
婦
（
士
）
　
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
受
講
を
希
望
す
る
人
は
福
岡
県

看
護
協
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
看
護
職
員
無
料
職
業
紹
介
所

を
開
設
し
て
就
業
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
講
習
会
を
受
講
し
な
い
人
で

も
、
有
資
格
者
は
、
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き
　
1
月
2
7
日
　
（
月
）
　
～
1
月
3
1

日
　
（
金
）

午
前
9
時
5
0
分
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
立
八
幡
病
院

●
受
講
料
　
無
料

（
交
通
費
、
昼
食
代
は
本
人
負
担
）

●
参
加
資
格
　
看
護
職
貝
の
免
許
所
有

者
で
現
在
看
護
業
務
に
つ
い
て
い
な

い
人
　
（
定
員
五
十
人
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
看
護
協
会

℡

0

9

2

　

（

1

1

4

）

　

5

2

0

3



啓
子
さ
ん

●仕事はどうですか

昨年の8月に開院した病院で鋤いていま

す。覚えることなどたくさんあって大変です

が、他のスタッフに恵まれ、いつも助けられ

ながら頑張っています。

病院では手術も行っていますが、患者さん

から手術後に「よく見える」と言われると自

分のことのように嬉しいですね。

本当に感動と勉強の毎日です。ずっと続け

たいですね。

●趣味・緯技は
趣味はガーデニングで、観葉植物を育てる

のが大好きです。植物で部屋の中がジャング

ルみたいとか言われたりします。

特技はピアノで、幼稚園の頃から習ってい

ます。

好奇心旺盛なので、これからいろいろな事

にチャレンジしていきたいですね。

●尊敬する人物は

ありきたりかもしれませんが両親です。社

会に出て、上司などと接しているうちに父の

大きさを強く実感しました。また、母が仕再

と家庭を両立させていることも本当にすごい

と感じています。

二人とも、すごく尊敬していますし、私の

目標でもあります。

●遠賀町へ要塵があれは

車を運転しない人は、少し行動範囲が限ら

れると思います。交通機関が充実していれば、

お年寄りなどハl）のある生活がおくれると思

うのですが・・・。

＠ei2

…………HappyBirthday‘

中窯
l庸

叢
ち
ゃ

ん

報
真裏

窒嗣
「歯もたくさん生えて、何でも食　　「お姉ちゃんやお友達と一緒に、
ぺれるようになって、こきげん　　パスの先生や運転手のおじちゃん

ですii素直にスクスクと育って　　にあいさつするのを、いつも楽し

ね」とお母さん。　　　　　　　　　みに待っています。」とお母さん。

今のま　ユう　と分習　　ア零今う　え　　でう　の　の難冥 

∴「∴－：「∴∴「∴∴∴∴「 

れ　い　も　　生困 

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513　遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　コロニー印刷

〈」

2
4
歳
　
尾
崎

（
い
ま
こ
が
眼
科
勤
務
）

大
弓

平
成
9
年
7
月
2
5
日
生

∴て

平
成
7
年
6
月
2
9
日
生

臨
集
薩
陸

「
贈
る
言
薬
」
で
お
馴
染
み
の
人
気
番

組
「
3
年
B
組
、
全
人
先
生
」
。
い
つ
も


